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研究成果の概要（和文）：　本研究では、異文化間移動の過程で学びの継続が困難になりがちなニューカマー青
少年の進路形成上の課題およびそれを克服するための諸条件について、主として学び直しの過程に注目しながら
解明することをめざした。学歴や就労経験の異なる日系ブラジル人青年へのライフストーリー･インタビューを
通じて以下の二点が明らかになった。第一に、早期の離学経験を有する者が学び直しに向かう契機は、離学の経
緯や離学後の生活状況を反映して多様であること。第二に、学び直しの過程は、過去の喪失経験を自らの将来に
資するものとして位置づけ直す作業をともなうこと。これは、キャリア形成における自らを語れる場の必要性を
示唆している。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to make clear the problems which newcomer 
adolescents living among multiple cultures encounter in the process of their career development and 
to search for the a key to the solution. The following two points became clear through life story 
interviews with Japanese Brazilian young people whose educational and occupational experiences are 
different respectively. First, how those who left school at their early age start to relearn is 
diverse according to the experiences they had after leaving school. Second, starting to relearn is 
accompanied by reinterpreting their experiences of loss in the past as resources for the future. It 
suggests a necessity of the space where newcomer adolescents can talk about their prospects for the 
future freely.

研究分野：教育社会学

キーワード： 多文化教育　ニューカマー　学び直し
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 21 世紀以降、「ニューカマーと教育」をめ
ぐる研究は、学校でのニューカマーの子ども
たちが直面する諸問題を解明する作業に熱
心に取り組んできた。その結果、学校への適
応を中心に対処すべき諸課題が明らかにさ
れると同時に（太田 2000、志水・清水編 2001、
小内編 2003、児島 2006、清水 2006）、学校
内部の権力関係を組み替えていくような実
践も生まれつつある（清水・児島編 2006）。
この点からすれば、これまでに取り組まれて
きた研究が一定の成果をあげてきたことは
いうまでもない。 
 学校内部の課題がさまざまに論じられる
一方で注目を浴びたのが、ニューカマーの子
どもの不就学に関する問題である（宮島・太
田編 2005、佐久間 2006）。外国人の高校進
学率についての全国的なデータは存在しな
いが、浜松 NPO ネットワークセンターが報告
するところによれば、全国 17 都府県で公立
高校の「外国人特別枠」が設定されているも
のの、50％未満と推定されている。この数字
を一瞥しただけでも、少なからぬ子どもたち
が義務教育段階で、あるいは義務教育修了後
に学校を離脱していることは明白である。し
かしながら、学校を離脱して以降のニューカ
マー青少年の実態については、児島（2008）
による在日ブラジル人青年を対象とした事
例分析があるが、いまだ十分に解明されてい
ないのが現状である。 
 他方、「ニューカマーと教育」に関する研
究の対象領域を学校内部から外部へと拡大
したのが、ニューカマー青少年に関する移行
課題を解明しようとする研究であり、申請者
の過去のプロジェクトはこの文脈に位置づ
くものであった。たとえば児島（2010）及び
児島（2011）では、日本とブラジルの間を行
き来しながら青年期を過ごすブラジル人青
年の生活史分析をもとに、国境を越える移動
と以降をめぐる諸課題との相互連関につい
て考察している。前者は日本での学校経験
（日本の公立学校かブラジル人学校のいず
れか）が帰国後の進路形成にどのように結び
ついているかを主題とし、後者はデカセギで
来日したブラジル人青年の帰国後のキャリ
ア形成を主題としている。 
 いずれもさらなる展開を必要とするテー
マではあるが、その際、従来の研究が見過ご
してきた重要な問題があることを指摘せざ
るをえない。端的に言えば、「学び直し」の
可能性をめぐる視点の欠如ということであ
る。学校からの離脱は単純労働の世界への参
入とほぼ同一視され、不平等な社会構造が再
生産されることへの危惧が示されてきた。た
しかに、十分な学歴をもたぬままに単純労働
の世界に足を踏み入れた者が、その世界から
抜けだすのは容易なことではない。とはいえ、
彼らがそのような境遇にただ打ちひしがれ
ているだけの存在ではないこともまた事実
である。 

 過去の調査を通じて、働きながら学び、必
要な学歴を取得することで、不利な状況の打
破を試みる在日ブラジル人青年に何度か出
会った。そして、そのような「学び直し」を
支える教育環境（ブラジルの学歴の取得を目
的とする通信教育など）が在日ブラジル人コ
ミュニティに形成されつつあり、その利用者
も年々増加傾向にあるという話も聞いた。し
かし、そうした「学び直し」の実態について
のまとまった調査報告は管見の限り見あた
らず、不就学と単純労働のはざまで悩みなが
らも、なんとか道を切り開こうとする青年の
姿は依然として見えないままである。こうし
た現状を背景に、彼らの移行過程に対する支
援の必要性についても十分な理解が得られ
ているとは言えない。 
 
２．研究の目的 
 上述したとおり、ニューカマー青少年に対
する移行支援を構想する際に、不就学とキャ
リア形成をいかに架橋するかはきわめて重
要な問題である。そこで本研究では、そうし
た「架橋」の現状と課題について、とくに滞
日経験のあるブラジル人青年に焦点を合わ
せ、当事者による「学び直し」の実践とその
効果への注目を通じて明らかにし、実効的な
移行支援の可能性を探ることを目的とした。
具体的には、とくに以下の二つの課題の解明
を目的として調査研究を進めてきた。 
(1)在日ブラジル人青年の「学び直し」を支
える教育環境を多角的に解明すること。在日
ブラジル人青年の学びに関わる教育機関と
しては、日本の公立学校とブラジル人学校に
注目が集まりがちである。しかし、学校を離
脱したり、早くから就労生活を送る青年の学
びの実態を把握するには、学校に注目するだ
けでは不十分であり、塾、家庭教師、英会話
スクール、通信教育などの学校外教育を利用
した学びにも目を配る必要がある。とりわけ、
在日ブラジル人コミュニティで発展しつつ
ある中等教育や高等教育の修了資格取得の
ための通信教育システムは、日本で働く多く
のブラジル人青年を引きつけつつある。そう
したシステムの構造や特質を具体的に明ら
かにする必要がある。 
(2)「学び直し」の意義と効果について当事
者の視点から包括的に理解すること。「学び
直し」は在日ブラジル人青年の来日後の生活
状況との密接な関連のなかで生じる営為で
あるため、「学び直し」にいたる経緯及び「学
び直し」の経験そのものに関する丁寧な把握
が不可欠となる。また、その結果、何らかの
資格を取得することが、帰国後も含めたキャ
リア形成にどのような影響を及ぼすのかを
明らかにすることも重要である。 
 「学び直し」の現場は、在日ブラジル人青
年の軌道修正を可能にする場であると同時
に、日本社会がブラジル人青少年に提供して
きた教育環境の歪みを映しだす鏡でもある。
また、日本では人生経歴の直線的・一方向的



な進行が前提とされがちであるが、個人化と
グローバル化が平行して進行する現代社会
においては、もはやそうした前提にそぐわな
い生き方がむしろ常態化しつつある。 
 こうした状況に鑑みれば、人びとの多様な
生き方に対応できるものへと日本の教育シ
ステムを組み替えていくことの必要性につ
いて考えざるをえず、在日ブラジル人青年に
よる「学び直し」の実践及びそれを支えるべ
く創出されつつある在日ブラジル人コミュ
ニティの教育環境に学ぶところは多い。それ
を解明することは、在日ブラジル人をはじめ
とするニューカマー青年に対する実効的な
移行支援を構想する際の基礎資料を提供す
るのみならず、移行過程の多元化を余儀なく
された現代社会において、諸個人の多様な生
き方を支える教育環境がいかに設計可能か
を考えるうえでも重要な意味をもつ。 
 
３．研究の方法 
 上記(1)の課題については、在日ブラジル
人を対象に情報を発信している新聞、情報誌、
ウェブサイトなどから幅広く情報を収集し、
｢学び直し｣の機会を提供している諸機関の
網羅的な把握に努めた他、中等教育修了資格
の取得をめざす若者を対象とした通信教育
を実施する名古屋市のブラジル人学校A校の
スクーリングの現場に定期的に出向き、参与
観察の手法を用いて｢学び直し｣の現状につ
いての理解を深めた。 
 (2)の課題については、当事者の人生経歴
について包括的に把握する必要があること
から、以下の三つのグループのブラジル人青
年に対してライフストーリー･インタビュー
を実施した。第一は上記 A校の通信教育コー
スに通い中卒ないし高卒資格の取得をめざ
す 14 名、第二は日本で学校に通った経験（通
信教育コース受講を含む）をもち現在はブラ
ジルで生活する 6名、第三は日本の公立学校
に通った経験（通信教育コース受講は含ま
ず）をもち現在は日本で生活する 12 名であ
る。いずれのグループについても、調査協力
者は機縁法的に増やしていった。とりわけ第
二のグループに関しては、A 校関係者から通
信教育修了後に帰国した受講者を紹介して
もらうほか、ライフストーリー・インタビュ
ーへの協力者に、帰国した知人を紹介しても
らうなどして増やしていった。 
 
４．研究成果 
(1)本研究ではまず、早期に学校を離脱して
労働の世界に参入した在日ブラジル人青年
が学び直しに向かうプロセスを、中卒・高卒
資格の取得が可能な通信教育を受講する 14
名の青年の生活史にもとづいて理解しよう
と努めた。 
 まず、離学を生じさせる理由として、〈就
労の選択〉、〈学校生活や学校環境〉、〈予期せ
ぬ出来事〉という三つの要因が浮上した。〈就
労の選択〉の目的は、家計補助と自らの願望

の実現に大別できた。家計補助が必要となる
背景に目を向けると、家業の経営不振など通
常デカセギの動機として語られるもののほ
か、親の借金返済や母親がシングルマザーで
あるがゆえの生活難など、より切迫した状況
が浮かびあがった。〈学校生活や学校環境〉
との関連で離学が生じる際の主要な要因は、
日本の学校との関連では学業不振といじめ
であった。他方、ブラジル人学校との関連で
は学校閉鎖が離学を引き起こしていた。〈予
期せぬ出来事〉としては、両親の求職行動に
ともなう転居をきっかけに離学を余儀なく
されるといった例が挙げられる。 
 では、さまざまな理由から一度は学校を離
脱した在日ブラジル人青年たちが、ふたたび
学びの場に戻ってきたのはなぜなのだろう
か。かれらが学び直しにいたる契機について
は、〈工場労働への不満〉、〈学びへの触発〉、
〈学業の継続〉、〈帰国後の基礎づくり〉とい
う四つの契機を抽出することができた。 
 〈工場労働への不満〉が自らのキャリア形
成に主体的にかかわる構えを形成する場合、
学び直しへの取り組みも自律的になされて
いた。〈学びへの触発〉は、学びの意義・効
用・希望について語り、背中を押してくれる
他者との出会いが学び直しの契機となった
ケースである。〈学業の継続〉には、不本意
な離学へのくやしさから学業への復帰を切
望していたケースとつぎの学業段階へのよ
り有効な橋渡しとなる学びの場を模索して
いたケースが含まれる。いずれにしても、学
業継続への意志を就労生活のなかでも維持
しており、Ａ校通信教育コースとの出会いは
その希望をかなえるものであった。〈帰国後
の基礎づくり〉は、帰国に備えてポルトガル
語での学びを選択したケースであった。 
 学び直しに向かう契機は、離学の経緯や離
学後の生活状況のさまざまなありようを反
映して多様である一方で、複数の事例から共
通して浮かびあがるのは、学び直しのプロセ
スを理解することは、かれらが自らの過去や
現在をどのように語り直し、自らの将来にい
かに位置づけようとしているかを理解する
ことと相即不離の関係にあるということで
ある。今回の調査で浮かびあがった語り直し
をその内容に即して分類すると、以下の二つ
に大別できた。 
 一つ目は〈日本で働くことについて〉の語
り直しである。日本で学び直しに着手するこ
とは、日本がかれらにとって帰国後のキャリ
ア形成のための資金稼ぎの場から、キャリア
形成の現場になることを意味していた。二つ
目は〈同世代と異なる経験をしたことについ
て〉の語り直しである。学び直しへの取り組
みは、自らの軌跡について少し距離をおいて
眺め、意味づけ直すよい契機となっていた。
かつては資源の獲得を妨げてきた要因とし
て語られた「つらい」過去は、現在、かれら
が獲得しえたと自負する視野の広さ、寛大さ、
豊かな人間関係などの形成要因として新た



に意味づけられ、今後を生きていくための拠
り所として資源化されていた。 
 
(2)次に目的としたのは、ニューカマーの子
どもたちの学びの継続を支えたり、逆に阻害
したりする学校という場の特性を解明する
ことであった。具体的には、小学校から高校
まで日本の公立学校に通い、現在はブラジル
で生活する 6名のブラジル人青年を対象に学
校経験および離学後の経緯についてライフ
ストーリー・インタビューを行い、それぞれ
の学校段階で差異をめぐるどのような問題
に直面し、いかなる対処を試みたかを、そこ
で生じる具体的な相互行為に着目しながら
理解しようと試みた。 
 ここではブラジル出身で小学校以降の教
育を日本で受けた経験をもつアナさん（仮
名）のライフヒストリーをとりあげる。アナ
さんは現在、サンパウロ市の日系学校に日本
語教師として働きながら暮らしているが、小
学校から高校まで日本の公立学校で学び、そ
の後、専門学校への進学を経て日本の企業で
働いた経験を有する。 
 まず、小学校生活においてアナさんが直面
したのは、「日本人」に対する「外国人」と
して彼女を貶めようとする周囲の児童の攻
撃だった。このことによってアナさんは自ら
を「負の差異」を有する存在として認識する
ようになり、不登校に近い状態に陥ってしま
った。しかし、小 3から担任になった教師の
教育実践は、アナさんが自らの能力を正当に
評価してもらえていると感じられるもので
あったため、自己肯定感の獲得を可能にした。
ここで教師がおこなったのは文化的差異を
とりたてて強調することではなく、むしろ個
人的差異を称揚することであった。だが、ア
ナさん自身は、そのように個人的差異が称揚
される経験を契機として、自らの文化的差異
に対する肯定感を取り戻していた。これをふ
まえて本稿では、個人的差異と文化的差異の
関係を対立的にとらえたうえで「あれかこれ
か」を論じることはかならずしも子どもが生
きる現実に即していないことを指摘し、個人
的差異の承認が文化的差異の承認につなが
る回路の可能性などにも目を向けることの
必要性について論じた。 
 他方、中学校生活についての描写からは、
小学校で獲得しえた個人的差異と文化的差
異をめぐる肯定感がふたたび不安定化する
現状があきらかにされた。それは、学校的差
異とも呼ぶべき差異をめぐる二つの側面が、
中学校にあがるやいなや前面にせり出して
きたことによるものであった。一つは、身な
り指導などを通して外見上の差異を否定す
ることで共同性を確保しようとする「差異の
管理」である。そしてもう一つは、そのよう
な共同性の安定化に貢献するような序列関
係を強調する差異のコード、すなわち「管理
のための差異」の浸透である。学校的差異の
支配によって個人的差異も文化的差異も封

じこめられ、「息苦しさ」に押しつぶされそ
うなアナさんを支えたのは、親戚関係を基盤
に形成されたエスニックな共同性の存在で
あった。エスニックな共同性はアナさんが文
化的差異に対する肯定感を維持するための
足場となると同時に、学校的差異が支配する
学校文化を相対化する視点を提供すること
で、「息苦しさ」のなかを生き抜く拠り所と
なっていた。 
 そのように文化的差異が学校文化への抵
抗の文脈にのみ固定される状況も含め、中学
校生活を終始支配していた「息苦しさ」から
の脱出を賭けておこなわれたのが高校選択
であった。高校では、外国人や「ハーフ」の
生徒は例外的な存在ではなかったことにく
わえ、折からの「ハーフ・ブーム」で外見的
なちがいへの積極的な意味付与がなされる
など、文化的差異は学校環境を構成する一部
となったため、中学校とは比較にならぬほど
の「生きやすさ」をもたらした。「みんなと
ちがってよかった瞬間がやっと訪れた」とい
うアナさんのことばからは、文化的差異が受
容される環境においてはじめて個人的差異
をのびやかに生きることが可能になること
がわかる。 
 さて、以上のように差異をめぐるアナさん
の学校経験を振り返ってみて、際立つのはや
はり中学校における「息苦しさ」である。中
学校ではなによりも学校的差異が優先され、
個人的差異は学校の共同性を攪乱する要因
として統制の対象とされた。そのため、個人
的差異の称揚を文化的差異に対する肯定感
につなげるという小学校ではありえた回路
もほぼ断たれてしまった。このことは、概し
て文化的差異の承認に対するハードルの高
い日本の学校において、文化的差異への肯定
感を感じられる契機がほとんど失われてし
まうことを意味している。アナさんの中学校
生活における「息苦しさ」はこのように、文
化的差異に対する肯定感の形成につながる
回路がほとんど閉ざされる状況のもとで生
みだされたといえるだろう。学校外に拠り所
とできるエスニックな共同性が存在しなけ
れば、アナさんとて学校を離脱していた可能
性は十分にありうるのである。 
 このように学校段階間の移行という観点
をとりいれることで、学びの継続性について
「場」の特性をふまえたより動態的な把握が
可能になることが明らかになった。 
 
(3)さらに、学びの継続性について困難を抱
えてきたブラジル人青年がそれをいかに克
服し、職業意識を形成していくのかについて、
日本の公立学校に通った経験を有する 12 名
のブラジル人青年（いずれも女性で、年齢は
21〜31 歳）へのライフストーリー・インタビ
ューの結果をもとに検討した。 
 調査協力者においては、成長の過程で頻繁
な地域間移動を余儀なくされるケースが少
なくなかった。その場合、持続的な人間関係



を築くのはきわめてむずかしくなり、場合に
よっては人間関係を築くことそのものをあ
きらめるという事態も生じていた。このよう
に持続的な人間関係が困難な状況下ではエ
スニシティをめぐる葛藤さえも生じにくく、
むしろ移動にともなう学業継続上の困難、す
なわち継続性の喪失が切実な問題として経
験されることになる。 
 だが、こうして生じた「欠落／喪失」の経
験に対するその後の語り直しのありようが、
将来の職業志向の形成と深く関連するとい
うのが本研究のもう一つの知見である。一方
では継続性を失うことで経験の断片化を強
いられる状況にありながらも自らの内に持
続するものへの気づきとして、他方では移動
という行為に対する意味の読み換えによる
移動への適応力の自覚として語り直しがな
された。頻繁な移動による学業の中断や進学
の断念にもかかわらず、学びを価値あるもの
とみなす態度が自らの内に形成・維持されて
いることの気づきは、そのような態度の形成
に他者からの働きかけが深くかかわってい
ることへの認識を同時にもたらしていた。そ
のような働きかけが偶然ではなく、外国人で
あるという必然性においてなされる必要が
あると認識され、また、第二世代ゆえに可能
な学びの支え方があると実感されるとき、世
代媒介型の職業志向が生みだされていた。他
方で、移動する生活が複数言語の獲得や普遍
性を有する技能の習得に結びつき、どこにい
ても「なんとかやっていける」という実感を
生むとき、継続性の喪失の経験は、移動への
適応力の獲得過程として語り直される。移動
への適応力は、複数国を同時に見据えた空間
媒介型の職業志向の基礎となっていた。 
 
(4)本研究全体を通じて、ブラジル人青年に
とって、越境移動にともなう困難は移行過程
においてかならずしも「障壁」であり続ける
わけではなく、自らの人生経歴に位置づけ直
す機会が与えられれば、逆に自立を支える貴
重な資源にもなりうることが明らかになっ
た。越境移動により生じる困難は固定的なも
のではなく、つねに語り直しとそれによる資
源化にひらかれているのだ。 
 では、そのような語り直しを可能にする場
をどのように構想しうるだろうか。本研究の
成果をふまえて注目したいのは、日本の学校
と外国人学校が協働関係を築くことにより
形成される新たな場の可能性である。乾が述
べるように、「移行過程の多様化・個人化の
進行は、否応なしに一人ひとりの若者の状況
の多様性に目を向けさせる」（乾 2010, 
p.277）。移行過程に国家間の移動が織り込ま
れる場合、そうした多様性はなおさら際立つ
ものとなるだろう。本研究におけるブラジル
人青年たちもたしかにこうした現実を体現
してはいた。しかし、かれらはただ孤独に立
ちすくんでいたわけではない。それぞれの出
会いやつながりといった「共同性」（乾 2010）

に支えられ、経験の語り直しをおこないなが
ら困難を切り抜けようと奮闘していた。こう
した事例が示唆するのは、移行の多様化・個
人化の現状に翻弄されるのではなく、かれら
の自立を支える共同性の多様なありようを
理解し、それが創出される場を支援すること
の重要性である。そうした観点からすれば、
すでにそのような場として重要な機能を果
たしている外国人学校の法制度上、公正な位
置づけや財政支援等はもちろんのこと、日本
の学校が外国人学校とつながることによっ
て立ち現れる場、そしてそこで創出される共
同性を支援し、活かすことが求められよう。 
 Ｍ・Ｌ・プラットは「まったく異なる文化
が出会い、衝突し、格闘する社会空間」を「接
触領域」と呼んだ（Pratt 2008, pp.7-8）。
プラット自身は「植民地的遭遇の空間」の特
徴を描くためにこの用語を用いているが、そ
こでなされる以下の指摘はより広い文脈に
おいても有効であろう。すなわち、文化間の
接触を「しばしば支配と従属のあいだの非対
称な関係性のもとで生じる」ものとしてとら
える一方で、権力関係のもとで生じる「相互
作用的・即興的次元」を重視することにより、
支配者の視点で語られたストーリーにおい
ては無視・抑圧されてきた主体構築のありよ
うを理解できるということである。 
 いま日本の学校に求められるのは「接触領
域」としての自らの可能性を自覚的に拡張し
ていくことである。外国人学校に自らをひら
くことは日本の学校にかつて経験したこと
のない対立や葛藤をもたらすかもしれない。
だが、そうした対立や葛藤は既存の関係性を
問い直し硬直化した学校文化を組み替えて
いくための、すなわち多様性に満ちた社会を
青少年が生き抜く力を育成しうる場へと学
校を変革するための大きなチャンスでもあ
る。広田は「紛争が起こることで、権限の適
切な分配のラインや人権への配慮の妥当な
範囲が、暫定的に線引きされ直していく」（広
田 2009, p.224）と述べるが、外国人学校に
自らをひらくことで生じる対立や葛藤は日
本の学校や教育システムがデモクラシーに
不可欠とされる「自己修正力」（渡辺 2010）
を鍛え上げていくための貴重な契機なので
ある。対立や葛藤に踏みとどまりそれを乗り
越える実践を外国人学校の関係者とともに
模索すること。空間的にも時間的にも多様な
かたちで展開しうる「ルート」に公正に対応
しうる教育環境を構想するには、自らが自明
視する「ルート」の問い直しがなによりも求
められる。 
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